
  犯罪被害を受ける前は、友だちと遊び、学校を楽しみ、穏やかな生活をしていた子ど

もたち。 しかし、犯罪被害に遭遇すると、その生活は一変します。学校に行けない、家の

外を歩くときに怯える、かんしゃくを起こす、友だちと遊べない、家族と不仲になる…  

子どもたちは世界や他者に恐怖を抱くようになり、また自分を責めるようになります。 
 

   そうした子どもたちが、刑事手続きを乗り越え、日常の生活と将来を取り戻していく

ためには、心理教育やリラクゼーションといったトラウマ・インフォームドな、あるいはト

ラウマ・レスポンシブなケアが大切で、さらには、必要に応じてトラウマ・スペシフィック

なケアを受けられることが重要です。 
 

         今回のCFJ研修会では、被害者支援領域で、刑事手続き中の子どもたちに携わって

きた経験豊富な齋藤氏に犯罪被害者支援現場の最前線についてご紹介いただきます。 

第１０7回CFJ研修会 

〒259-1132 
神奈川県伊勢原市桜台1-5-31 チェリーヒルズ金田 2階 B号室 

電話：0463-90-2715  E-mail：info@cfj.childfirst.or.jp  

参加費： 学      生        ５５０円(税込） 

            CFJ会員     １,１００円(税込） 

            一      般     ２,２００円(税込） 

受講申込： https://cfj.childfirst.or.jp/cfj_tr 

               会場地図  

小田急小田原線 伊勢原駅南口徒歩4分  

開催日時： 令和７年５月２４日(土) 午後２時００分～午後４時００分 
                         （受付開始：午後１時３０分） 

会    場： 子どもの権利擁護センターかながわ （会場定員２４名） 

              ※オンライン受講（ZOOM）も可 

～刑事手続きの支援と並行して～ 

講師：齋藤 梓氏 
上智大学 総合人間科学部 心理学科 准教授。臨床心理士、公認心理師。 

精神科クリニックやＨＩＶカウンセラー、スクールカウンセラーを務める一方で、 

東京科学大学 難治疾患研究所でＰＴＳＤの治療効果研究に携わる。 

また、民間の被害者支援団体では、殺人や性暴力被害等の犯罪被害者および

遺族の精神的ケア、トラウマ焦点化認知行動療法に取り組む。 


